
2023.8
熊本県山都町議会

6月定例会

第49号

金内橋早期の復興へ
嘉永3年（1850年）創建の金内橋から見える崩落した金内橋



6月定例会
　令和５年第２回定例会は、令和５年６月8日に開会
し16日に閉会しました。報告7件、専決処分事項6件、
補正予算4件、その他4件を審議しました。農業委員会
委員19名、人権擁護委員1名の人事案件を全会一致
で同意しました。

一般会計補正予算第３号

◦国民宿舎特別会計繰出金　
826万円

◦くまもと空港出発ロビー展示区画賃借料
220万円

◦価格高騰重点支援補助金
9,000万円

（住民税非課税世帯に対し3万円給付）

◦物価高騰対応生活者支援補助金
3,285万円

（ＬＰガス使用世帯への支援　1世帯6,000円）

◦定住支援住環境整備事業補助金	
800万円

（移住者に対する住宅取得補助　1/2上限100万円）

◦マイナポイント申込支援
242万円

◦清楽苑入浴支援関係費
320万円

◦新規就農者支援
487万円

（新規就農者に対する経営支援（機械導入）、経営開始か
ら3年間の資金補助金）

◦義務教育学校関連費
（義務教育学校測量調査委託料・用地取得費・給食施設
等調査委託料）

1,309万円

問（
後
藤
）国
民
宿
舎
が
普
通
財

産
に
な
っ
た
が
、特
別
会
計
か
ら

支
出
す
る
の
は
お
か
し
い
。ど
う
い

う
意
図
が
あ
る
の
か
。

答（
商
工
観
光
課
長
）

　
特
別
会
計
を
活
用
す
る
。県
に

相
談
し
た
が
問
題
な
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。

問（
藤
原
）特
別
会
計
で
す
る
ね
ら

い
は
？

答（
総
務
課
長
）

　
一
般
会
計
と
分
け
た
い
。

問（
西
田
）特
別
会
計
を
使
え
る

法
的
根
拠
は
？

答（
総
務
課
長
）

　
普
通
財
産
に
し
た
も
の
を
特

別
会
計
で
管
理
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
う
法
律
は
な
い
。

問（
藤
川
）公
の
施
設
設
置
条
例

の
廃
止
に
は
法
令
審
査
会
が
開
か

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、そ
の
経

緯
は
。地
方
自
治
法
で
は
議
会
の

同
意
が
必
要
と
な
っ
て
い
な
い
か
。

副
町
長
、町
長
の
意
見
は
。

答（
総
務
課
長
）

　
総
務
課
長
と
一
般
事
務
職
4
名

（
公
募
）で
構
成
。3
月
31
日

に
担
当
課
よ
り
審
査
依
頼
が

あ
り
、稟
議
書
で
審
査
し
た
。

条
例
で
定
め
る
特
に
重
要
な

も
の
に
つ
い
て
は
議
会
に
お
け

る
同
意
が
必
要
で
あ
る
が
、本

町
に
は
該
当
す
る
条
例
の
定

め
が
な
い
の
で
、地
方
自
治
法

の
適
用
は
な
い
。

答（
副
町
長
）

　
執
行
部
と
し
て
は
誠
意
を

も
っ
て
説
明
し
た
と
理
解
し
て

い
る
。

答（
町
長
）

　
議
論
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
感

謝
す
る
。早
期
の
営
業
再
開
と
い

う
私
の
思
い
に
課
長
が
対
応
し
た
。

理
解
を
頂
き
た
い
。

問（
眞
原
）清
和
文
楽
館
の
ボ
イ

ラ
ー
と
は
。

答（
商
工
観
光
課
長
）

　
劇
場
と
事
務
所
の
暖
房
用
。

問（
工
藤
）清
和
清
楽
苑
の
入
浴

支
援
は
、通
潤
山
荘
の
営
業
停

止
に
伴
っ
て
始
め
た
事
業
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
事
業
を
毎
日
す
べ
き

か
。自
助
努
力
を
促
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
。今
後
十
分
検
討
し
て

欲
し
い
。

答（
福
祉
課
長
）

　
利
用
者
が
固
定
さ
れ
て
い
る
。

実
績
を
見
て
対
応
す
る
。

問（
中
村
）次
期
の
総
合
計
画
策

定
支
援
委
託
料
が
9
0
0
万
円

ほ
ど
計
上
さ
れ
て
い
る
。計
画
の

方
針
、中
身
を
町
主
導
で
や
っ
て
ほ

し
い
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　
総
合
計
画
は
要
点
を
押
さ
え

な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
シ
ン
プ
ル

に
作
っ
て
い
く
。住
民
の
意
見
を

取
り
入
れ
具
体
化
さ
せ
る
。業
者

は
サ
ポ
ー
ト
力
を
重
視
し
て
選
定

す
る
。

原
案
に
つ
い
て
の
質
疑

主な補正予算
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■■■■■一般会計補正予算

問（
吉
川
）空
港
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
費
の
目
的
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
山
都
町
の
情
報
発
信
・
P
R
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
対
面
販
売
、有

機
農
産
物
販
売
な
ど
。

問（
吉
川
）な
ぜ一
般
会
計
で
支
出

す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
。

答（
工
藤
）

　
透
明
性
が
必
要
。特
別
会
計
に

約
8
0
0
万
円
繰
り
出
せ
ば
町

民
に
は
疑
念
が
出
る
だ
ろ
う
。町

の
一
般
財
産
と
し
て
管
理
す
る
以

上
は
、一
般
会
計
の
財
産
管
理
費

の
中
で
す
べ
き
。

問（
吉
川
）町
民
に
上
手
に
説
明

す
る
の
が（
議
員
の
）役
目
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。会
計
が
別
だ
と
建

物
の
維
持
管
理
に
か
か
る
費
用
が

わ
か
り
や
す
い
の
で
は
。

答（
工
藤
）

　
通
潤
山
荘
設
置
条
例
が
な
く

な
っ
た
ら
特
別
会
計
も
な
く
な
る

べ
き
。実
体
の
な
い
と
こ
ろ
に
一
般

会
計
か
ら
繰
り
出
す
と
い
う
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。町
民
に
も
説

明
で
き
な
い
。

一般会計補正予算第3号に対して修正動議
　工藤、藤川両議員より出されました。原案の特別会計への繰出しを削除し、一般会計の総務費より同
額の管理費等を支出するとする修正案でした。

　国民宿舎通潤山荘は、令和5年3月31日に国民宿舎並びに基金条例が廃止され現在稼働していない。
そこに町が826万7千円を繰出すことは、予算執行において違和感があると同時に町民の不信感を招く
ことになり一般会計で管理することが望ましい。透明性のある予算執行をすべきと考え修正を行うもの
である。

提案理由

修
正
動
議
に
つ
い
て
の
質
疑

令和4年度町の第3セクター経営状況報告

【修正案】 賛成少数で否決　【原　案】 賛成多数で可決

「株式会社　まちづくりやべ」

「有限会社　清和資源」

「一般財団法人　清和文楽の里協会」

671万6,942円

3,073万2,396円

282万1,416円

人材派遣事業	 6,669万円
地籍調査事業	 7,152万円

地籍調査事業	 8,398万円
測量助手	 532万円

清和文楽館	 3,154万円
清和高原天文台	3,096万円

企画事業	 2,174万円
通信事業	 6,077万円

ジビエ工房やまと
2,371万円

物産館		1億502万円

経営部門事業収入

経営部門事業収入

経営部門事業収入

当期純利益

当期純利益

当期純損失

※有限会社虹の通潤館については、3月25日事
業停止後、4月28日に熊本地方裁判所に破産
申立がなされ、現在破産手続きに入ってま
す。本定例会で、令和4年度の経営状況を報
告しなければなりませんでしたが、経理の書
類が破産管財人に渡され、従業員もおらず、
決算の修正などの作業ができないことから、
今定例会での報告には至りませんでした。

3 議会だより「山都」 第49号



一　般　質　問

吉
よしかわ

川　美
み か

加 議員

藤
ふじかわ

川　多
た み

美 議員

問
高
齢
化
が
進
む
中
、福
祉
を
支
え

る
仕
組
み
が
疲
弊
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。特
に
役
員
の
な
り
手
不
足
も
大

き
な
課
題
の
よ
う
だ
。役
員
の
な
り
手

不
足
か
ら
会
が
解
散
し
た
リ
、組
織
か

ら
脱
退
し
よ
う
と
す
る
例
も
聞
く
。こ

の
様
な
状
況
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答（
福
祉
課
長
）

　
各
団
体
の
役
員
の
な
り
手
不
足
は

認
識
し
て
い
る
。地
域
活
動
は
盛
ん
な

土
地
柄
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、今
後

も
社
協
と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
み

を
支
え
て
い
き
た
い
。

問
困
っ
て
い
る
方
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

具
体
的
方
法
と
は
。

答（
福
祉
課
長
）

　
真
に
支
え
が
必
要
な
方
の
情
報
を

い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、関
係
各
所

と
ケ
ー
ス
会
議
を
開
き
対
応
し
て
い
く
。

役
場
だ
け
で
な
く
、警
察
や
消
防
署
、

金
融
機
関
、ガ
ス
業
者
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
も

問
虹
の
通
潤
館
の
破
産
に
よ
る
債
権

者
数
と
、破
産
手
続
開
始
決
定
以
降

の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。 

　

答（
商
工
観
光
課
長
）

　
債
権
者
数
に
つ
い
て
は
、正
確
な
数

字
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、町
内
外
相

当
数
お
ら
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。破

産
開
始
決
定
以
降
、虹
の
通
潤
館
の
代

理
人
弁
護
士
か
ら
破
産
管
財
人
へ
、債

務
の
状
況
や
社
員
へ
の
未
払
い
賃
金
等

の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
、６
月
７
日
に

破
産
管
財
人
に
よ
る
現
地
調
査
が
あ
り
、

換
価
で
き
る
備
品
等
の
調
査
が
行
わ
れ

て
い
る
。

問
債
権
者
へ
の
配
分
は
ど
う
な
る
か
。

答（
商
工
観
光
課
長
）

　
ま
ず
は
破
産
管
財
人
の
報
酬
や
裁

判
の
た
め
の
費
用
な
ど
、破
産
財
団
への

債
権
が
弁
済
さ
れ
、次
に
優
先
的
破
産

債
権（
租
税
・
従
業
員
の
人
件
費
等
）に

進
め
、困
難
な
状
況
を
把
握
す
る
よ
う

に
努
め
る
。

問
災
害
の
際
に
必
要
な
情
報
を
集
め

た「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」の
活

用
方
法
は
。

答（
総
務
課
長
）

　
名
簿
は
、日
頃
か
ら
要
支
援
者
の
情

報
と
し
て
民
生
委
員
と
共
有
し
て
い
る
。

ま
た
、災
害
発
生
時
に
は
、救
助
や
支

援
に
活
用
で
き
る
よ
う
、自
衛
隊
や
警

察
、消
防
、消
防
団
等
関
係
機
関
と
も

共
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

問
災
害
時
に「
い
つ
、だ
れ
と
、ど
こ
に
」

避
難
す
る
か
を
確
認
す
る「
マ
イ
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
」を
作
る
必
要
性
が
あ
る
が
、

そ
の
啓
発
は
。

答（
総
務
課
長
）

　
地
域
で
開
催
さ
れ
る
防
災
講
話
等

で
普
及
啓
発
を
し
て
い
る
。今
後
も

様
々
な
集
会
等
で
普
及
啓
発
を
し
て
い

き
た
い
。

※
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で「
く
ま
も
と
マ
イ
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
」で
検
索
す
る
と
出
て
き
ま
す
の

で
、自
分
と
家
族
の
避
難
行
動
を
作
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

充
当
さ
れ
ま
す
。最
後
に一
般
破
産
債
権

（
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
・
取
引
先

の
売
掛
金
等
）に
配
当
さ
れ
ま
す
。破
産

管
財
人
に
よ
り
換
価
の
手
続
き
を
と
ら

れ
て
い
る
が
、ど
こ
ま
で
配
分
が
あ
る
か

現
時
点
で
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。　

問
な
ぜ
国
民
宿
舎
条
例
の
廃
止
を
議

会
で
審
議
す
る
こ
と
な
く
町
長
の
専

決
処
分
に
し
た
の
か
。

答（
商
工
観
光
課
長
）

　
国
民
宿
舎
通
潤
山
荘
を
、公
の
施
設

で
あ
る
行
政
財
産
か
ら
売
払
等
が
可

能
に
な
る
普
通
財
産
に
位
置
付
け
す
る

た
め
関
係
条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。事

業
継
続
を
前
提
と
し
て
、民
間
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る
た
め
、民
間
譲

渡
先
に
売
却
す
る
方
針
と
し
、一
刻
も

早
く
事
業
再
開
す
る
た
め
専
決
処
分

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

開業を待つ通潤山荘

全質問の動画は
こちらです

全質問の動画は
こちらです

高
齢
化
社
会
を
支
え
る
福
祉

と
防
災
の
連
携
策
を
問
う

国
民
宿
舎
通
潤
山
荘
の
現
状

は
い
か
に
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一　般　質　問

西
に し だ

田　由
ゆ み こ

未子 議員

眞
ま は ら

原　 誠
まこと

 議員

問
３
月
議
会
で「
学
校
給
食
全
体
を

考
え
た
中
で
無
償
化
や
助
成
を
考
え

た
い
」と
い
う
町
長
答
弁
が
あ
っ
た
。一

時
的
な
助
成
に
つ
い
て
の
検
討
の
進
捗

状
況
は
。

答（
学
校
教
育
課
長
）

　
教
育
体
制
の
調
整
、資
料
の
整
理
を

踏
ま
え
給
食
体
制
に
つ
い
て
は
、9
月

ご
ろ
に
協
議
を
開
始
し
た
い
。そ
の
中

で
給
食
費
も
含
め
た
検
討
を
し
て
い
き

た
い
。

問
一
時
的
な
助
成
の
検
討
は
ど
う
な

の
か
。県
か
ら
の
子
ど
も
子
育
て
施
策

に
係
る
新
規
の
助
成
配
分
を
給
食
費

助
成
に
充
て
ら
れ
な
い
か
。

答（
福
祉
課
長
）

　
県
が
子
ど
も
医
療
助
成
の
対
象
年

齢
を
引
き
上
げ
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

本
町
は
県
内
で
も
い
ち
早
く
高
校
３

年
生
ま
で
助
成
し
て
い
る
。令
和
４
年

問
移
住
者
等
の
住
居
の
確
保
や
、管

理
不
全
の
空
き
家
が
抱
え
る
リ
ス
ク
を

回
避
す
る
た
め
に
も
、山
都
町
空
家
等

対
策
計
画
の
推
進
は
急
ぐ
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、現
状
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
山
都
町
空
家
等
対
策
計
画
は
令
和

５
年
３
月
に
策
定
し
、山
の
都
創
造
課

が
窓
口
と
な
っ
て
各
課
で
役
割
を
分
担

し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。現
在
住
民
か

ら
４
件
の
相
談
・
要
望
が
あ
り
、特
定

空
家
等
に
対
す
る
措
置
の
流
れ
に
沿
っ

て
所
有
者
調
査
等
の
対
応
を
行
っ
て
い

る
。協
議
会
は
今
年
度
３
回
ほ
ど
行
っ

て
い
く
予
定
で
、今
後
、住
民
等
へ
の
周

知
活
動
も
併
せ
て
行
っ
て
い
く
。

問
遊
休
資
産
と
な
っ
て
い
る
公
有
財
産

も
住
宅
政
策
に
活
か
せ
な
い
か
。計
画

は
あ
る
か
。

答（
総
務
課
長
）

　
現
在
、建
物
23
件
、土
地
71
件
の
貸

付
を
し
て
い
る
。利
用
度
が
高
い
公
有

度
は
３
︐０
０
０
万
円
助
成
し
、県
か

ら
１
２
７
万
円
、ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

金
か
ら
１
︐０
０
０
万
円
、一
般
財
源
か

ら
１
︐８
７
３
万
円
と
な
っ
て
い
る
。こ

の
実
績
か
ら
計
算
し
、県
の
補
助
は
今

回
１
８
７
万
円
と
な
る
。60
万
円
の
増

額
を
今
ま
で
取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て

支
援
に
充
当
し
た
い
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
１
億
２
千

万
円
の
う
ち
、令
和
５
年
度
配
分
は
、

子
ど
も
健
全
育
成
に
関
す
る
も
の
が

約
４
︐８
０
０
万
円
、新
体
育
館
の

備
品
に
５
︐０
０
０
万
円
で
あ
る
。給

食
費
を
無
償
に
す
る
に
は
年
間
７
︐

０
０
０
万
円
必
要
と
聞
い
て
い
る
が
、

３
学
期
の
給
食
費
を
無
償
に
す
る
た
め

に
、ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
か
ら
２
︐

０
０
０
万
円
を
配
分
す
る
た
め
の
調
整

は
で
き
な
い
か
。

答（
学
校
教
育
課
長
）

　
3
月
期
分
に
、ふ
る
さ
と
応
援
基
金

の
活
用
は
考
え
て
い
な
い
。物
価
高
騰
に

か
か
る
補
助
と
し
て
給
食
食
材
費
10
％

高
騰
を
見
込
み
、予
算
化
し
て
い
る
。

財
産
に
つ
い
て
は
公
用
施
設
と
し
て
有

効
的
な
利
活
用
を
進
め
る
た
め
、長
寿

命
化
改
修
等
で
機
能
改
善
を
計
り
継

続
利
用
を
進
め
る
。未
利
用
の
公
有
財

産
は
街
の
施
策
と
し
て
の
活
用
が
見
込

ま
れ
る
か
検
証
す
る
。見
込
み
が
な
い

施
設
に
つ
い
て
は
民
間
か
ら
の
利
用
要

望
を
聞
き
と
り
、な
い
場
合
は
積
極
的

に
貸
付
や
売
却
等
を
進
め
、民
間
の
利

活
用
に
つ
な
げ
て
い
く
。

全質問の動画は
こちらです

全質問の動画は
こちらです

物
価
高
騰
の
お
り
、給
食
費
に

対
す
る
保
護
者
負
担
を
３
学
期

だ
け
で
も
無
償
化
で
き
な
い
か

空
家
対
策
や
公
有
財
産
の
利
活
用
も
、

住
宅
政
策
と
し
て
重
要
で
は
な
い
か

※特定空家等
そのまま放置すれば、
〇倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態
〇著しく衛生上有害となるおそれのある状態
〇適切な管理が行われていないことにより著しく景観を損なっている状態
〇その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切である
状態にあると認められる空家等のこと

空
き
家
の
調
査

行
政
代
執
行

助
言
・
指
導

勧
　告

命
　令

特
定
空
家
に
指
定

住
宅
用
地
特
例
の

対
象
か
ら
除
外

命
令
違
反
す
る
と
、

50
万
円
以
下
の
過
料
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一般質問・工事請負契約・物品売買契約

問
通
潤
山
荘
の
売
却
に
つ
い
て
は
、町

民
の
福
利
以
外
の
使
用
に
な
ら
な
い
よ

う
に
条
件
を
つ
け
た
ら
ど
う
か
。

答（
商
工
観
光
課
長
）

　
公
募
の
最
終
的
詰
め
を
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
が
、町
の
条
件
に
反
す
る

活
用
を
さ
れ
た
場
合
の
買
い
戻
し
特

約
等
も
提
示
を
し
て
い
き
た
い
。

問
弾
薬
庫
の
誘
致
は
、国
が
進
め
、自

衛
隊
が
常
駐
す
る
こ
と
で
税
金
も
交

付
金
も
増
え
る
が
検
討
さ
れ
た
か
。

答（
総
務
課
長
）

　
国
か
ら
の
弾
薬
庫
設
置
等
に
つ
い
て

の
照
会
等
は
あ
っ
て
い
な
い
の
で
町
と

し
て
特
に
検
討
は
し
て
い
な
い
。打
診

が
あ
れ
ば
、必
要
に
応
じ
て
適
切
に
対

応
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
額
を
増
や
す
取
り

組
み
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。　
　
　

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
山
都
町
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、食

を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て
広
く
発
信
す

る
。新
た
に
キ
ャ
ン
プ
場
や
野
菜
の
収

穫
体
験
を
通
し
、野
菜
や
肉
の
定
期
便

な
ど
山
都
町
の
地
場
の
返
礼
品
の
開

拓
を
行
う
。

問
台
湾
企
業
の
誘
致
、台
湾
と
の
都

市
交
流
、山
都
町
産
物
の
販
売
戦
略

を
考
え
て
い
る
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
現
在
具
体
的
な
計
画
は
な
い
が
、Ｐ

Ｒ
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
台
湾
企
業
誘
致

や
観
光
Ｐ
Ｒ
に
広
く
活
用
し
た
い
。

　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
社
員
食
堂
に
、山
都
町

の
有
機
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
働
き

か
け
る
。県
と
相
談
し
な
が
ら
販
路
拡

大
に
取
り
組
む
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　
都
市
交
流
に
つ
い
て
は
、経
済
的
な

つ
な
が
り
や
、文
化
的
・
人
的
交
流
の

推
進
に
よ
り
観
光
振
興
や
地
域
活
性

化
に
も
な
り
、山
都
町
の
国
際
化
や
持

続
可
能
な
発
展
を
推
進
す
る
た
め
の

重
要
な
枠
組
み
で
あ
る
と
考
え
る
。

全質問の動画は
こちらです

通
潤
山
荘
の
売
却
に
つ
い
て
条

件
を
考
え
て
い
る
か 矢

や に た

仁田　秀
ひでのり

典 議員

台湾向けパンフレット

工事請負契約・物品売買契約

二津留大見口線（二津留地内）道路改良工事　（延長785.9m　幅員5m）

道の駅整備事業駐車場整備工事　（大型バス7台・小型車用49台他）

仮想化サーバー機器購入　（現在使用しているサーバー機器の老朽化による更新）

小学校児童用机・椅子　（380セット）

㈱今村建設

㈱協立

西部電気工業㈱  熊本支社

㈲篠田商事

6,655万円

9,460万円

2,801万3,700円

1,185万7,296円

契約相手方

契約相手方

契約相手方

契約相手方

契約金額

契約金額

契約金額

契約金額
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条例改正

条 例 改 正

山都町税条例の一部改正（主なもの）
１．軽自動車税
（１）燃費性能等の優れた車にかかる種別割の軽減措置（新車新規登録の翌年度に限る）の延長

電気自動車等の軽減措置（概ね75％軽減）の対象を、令和５年度末まで取得から令和８年度末
まで取得に３年間延長するなど。

（２）特定小型原動機付自転車に係る車両区分創設（令和５年７月から）
電動キックボードに係る軽自動車税　種別割2，000円

２．個人住民税
（１）森林環境税の導入（令和６年度から）

国税の森林環境税１，０００円は、町県民税の均等割と併せて賦課、徴収となる。

① 国民健康保険税は、医療保険分・後期高齢者支援金分・介護保険分の３区分で構成されてお
り、それぞれに課税の上限額が設けられています。令和５年度については、後期高齢者支援
金分の賦課限度額が２２万円（改定前：２０万円）に引き上げられました。

② 世帯の前年所得が決められた所得基準を下回っている場合は、所得に応じて国保税の均等
割額（１人あたり）と平等割額（１世帯あたり）の７割・５割・２割が軽減されます。今回の改定で
は、中間所得層の負担に配慮することを目的として、５割軽減と２割軽減の基準となる所得
額が見直されました。

（令和5年度まで） （令和6年度から）

区分 項目 金額 区分 項目 金額

町民税
均等割 3,000円

町民税
均等割 3,000円

復興等財源 500円 復興等財源 －

県民税

均等割 1，000円

県民税

均等割 1，000円
復興等財源 500円 復興等財源 －

水とみどりの
森づくり税 500円 水とみどりの

森づくり税 500円

国税 － 国税 森林環境税 1，000円
合計 5，500円 合計 5，500円

国民健康保険税の賦課限度額および軽減判定基準額が見直されました（４月１日から）

（改定前）軽減判定所得 （改定後）軽減判定所得

５割軽減基準額 43万円＋ (28.5 万円×被保険者数 ) 43万円＋ (29万円×被保険者数 )

２割軽減基準額 43万円＋ (52万円×被保険者数 ) 43万円＋ (53.5 万円×被保険者数 )
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議会だより山都は環境保護印刷の
「水なし印刷」で印刷しています。

　
大
雨
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
出
て
し
ま

い
ま
し
た
。ま
さ
か
金
内
の
橋
が
崩
落
す
る

と
は
。全
国
放
送
が
あ
っ
た
た
め
、遠
方
か

ら
心
配
の
電
話
が
数
件
有
り
ま
し
た
。

　
河
川
の
近
く
の
田
ん
ぼ
に
は
、土
砂
が
堆

積
し
稲
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
所
や
、畦

が
無
く
な
っ
て
い
る
所
も
有
り
、水
量
の
多

さ
が
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。早
い
復
旧
が
望

ま
れ
ま
す
。

　（
坂
本
　
幸
誠
）

山
都
町
議
会
広
報

■
発
行
・
山
都
町
議
会

■
編
集
・
議
会
広
報
委
員
会

山
都
町
議
会
事
務
局

〒
8
6
1
‐
3
5
9
2 

熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
浜
町
6

☎︎（
0
9
6
7
）7
2
‐
1
2
8
9

同意事項（農業委員の任命・人権擁護委員の推薦）

賛 否 の 表

【農業委員の任命について同意しました】  （敬称略）

【人権擁護委員の推薦について同意しました】  （敬称略）

※詳しい日程等については、議会事務局までお問い合わせく
ださい。（☎72-1289）
※感染拡大防止のため、傍聴席数が変更になる可能性もあり
ます。予めご了承ください。

次の定例会は、

9月の予定です。

編

後
集

記

本誌で掲載していない6月定例会の議案と議

決結果は、山都町HPに掲載してあります。

「議会だより」に関する
ご意見・ご感想は
右記のQRコードから
お寄せください。

 

発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
藤
澤
　
和
生

 

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長
　
藤
川
　
多
美

副
委
員
長
　
坂
本
　
幸
誠

委
　
　
員
　
東
　
　
浩
昭

　
　
　
　
　
中
村
　
五
彦

　
　
　
　
　
飯
開
　
政
俊

　
　
　
　
　
吉
川
　
美
加

議　件　名 議　決
年月日 採決結果 東

坂
　
本

眞
　
原

西
　
田

中
　
村

矢
仁
田

興
　
梠

藤
　
川

飯
　
開

吉
　
川

後
　
藤

工
　
藤

藤
　
原

修正動議
議案第39号、令和5年度山
都町一般会計補正予算(第3
号)に対する修正動議

R 5.6.16 否決 ● 〇 ● 〇 〇 ● ● 〇 ● ● ● 〇 ●

議案第39号 令和5年度山都町一般会計
補正予算（第3号）について

R 5.6.16 可決 〇 ● 〇 ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇

議案第40号
令和5年度山都町国民宿舎
特別会計補正予算（第1号）
について

R 5.6.16 可決 〇 ● 〇 ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇

○：賛成　●：反対　△：欠席

•木村幸則（御　所）
•西田　毅（城　原）
•山下　照（　畑　）
•芹口昭浩（川　口）
•興梠辰也（米　迫）
•西山常雄（芦屋田）
•飯星房雄（鎌　野）
•小﨑芳雄（　柏　）
•門岡和美（米　生）
•玉目秀二（玉　目）

•松川陽一（　菅　）
•下山久義（金　内）
•山本勝洋（下名連石）
•菊池𠮷之（長　崎）
•高森　正（北中島）
•下田孝文（荒　谷）
•本田惠藏（川　野）
•後藤康喜（浜　町）
•佐藤幸代（高　辻）

•奈須豊子（緑　川）

農業委員さん、
　　　お世話になります！

人権を大切に！


